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今
春
闘
で
は
、
春
闘
相
場
を
り
ー

ド
す
る
と
言
わ
れ
る
自
動
車
等
の
労

働
組
合
が
早
々
と
ベ
ア
要
求
を
見
送

る
等
、
厳
し
い
社
会
情
勢
を
反
映
し
、

労
働
者
側
に
と
っ
て
苦
し
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

日
本
の
雇
用
情
勢
は
、
「
新
自
由

主
義
」
「
構
造
改
革
路
線
」
に
よ
る

雇
用
破
壊
と
、
長
期
賃
上
げ
抑
制
に

よ
る
消
費
の
低
迷
、
輸
出
依
存
に
よ

る
内
需
の
落
ち
込
み
、
そ
し
て
円
高

も
あ
い
ま
っ
て
回
復
の
兆
し
が
見
ら

れ
て
い
な
い
。

総
務
省
等
の
示
す
各
種
調
査
の
結

果
で
は
、
完
全
失
業
率
は
５
％
、
中

で
も
24
歳
以
下
の
完
全
失
業
率
は
８

％
と
高
い
水
準
を
維
持
し
続
け
、
大

学
・
高
校
卒
業
予
定
者
の
内
定
率
も

大
変
厳
し
く
、
宮
城
県
の
高
卒
の
就

職
希
望
者
の
内
定
率
は
、
２
月
時
点

で
80
％
余
り
で
、
約
２
割
の
希
望
者

が
卒
業
後
、
決
ま
ら
な
い
ま
ま
社
会

に
放
り
出
さ
れ
る
。

ま
た
雇
用
形
態
で
は
、
正
規
労
働

者
は
６
年
連
続
減
少
、
前
年
比
７
万

人
の
減
。
一
方
で
非
正
規
労
働
者
数

は
、
32
万
人
増
え
て
い
る
状
況
で
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
年
収

二
〇
〇
万
円
以
下
の
給
与
所
得
者
の

数
は
４
年
連
続
で
一
〇
〇
〇
万
人
を

こ
え
、
一
一
〇
〇
万
人
に
達
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
三

〇
〇
兆
円
と
も
い
わ
れ
る
大
企
業
の

内
部
留
保
金
が
あ
る
と
さ
れ
、
長
期

に
わ
た
る
賃
上
げ
抑
制
が
、
勤
労
国

民
の
所
得
を
一
貫
し
て
低
下
さ
せ
て

い
る
。
多
く
の
有
識
者
が
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
内
需
拡
大
の
最
大
の
カ

ン
フ
ル
剤
は
、
賃
金
引
き
上
げ
で
あ

り
、
ま
た
一
九
九
〇
年
中
期
以
降
の

労
働
法
制
改
悪
が
、
大
量
の
非
正
規

労
働
者
を
生
み
出
し
、
法
人
税
減
税

等
、
企
業
加
護
の
政
治
の
功
罪
は
極

め
て
重
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、

横
断
的
な
労
働
組
合
の
団
結
が
必
要
。

労
働
組
合
の
奮
闘
が
求
め
ら
れ
て
い

る
春
闘
再
構
築
の
意
義
と
課
題
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
闘
う
春
闘
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

国
労
が
取
り
組
む
３
月
４
日
・
５

日
の
大
衆
行
動
は
、
闘
い
の
拡
大
と

実
践
を
図
る
重
要
な
闘
い
。
今
総
決

起
集
会
を
契
機
に
、
各
種
行
動
の
成

功
に
む
け
た
全
組
合
員
の
奮
闘
を
。

そ
し
て
大
衆
行
動
と
並
ぶ
二
〇
一

一
春
闘
の
闘
い
の
柱
と
し
て
、
自
ら

の
職
場
の
運
動
の
強
化
し
、
支
部
闘

争
委
員
会
の
開
催
し
、
一
人
一
要
求

の
取
り
組
み
や
現
場
長
要
請
行
動
等

の
一
連
の
取
り
組
み
が
主
体
と
な
る

意
思
統
一
を
進
め
て
き
た
。
。

私
た
ち
は
、
要
求
の
実
現
は
闘
い

な
く
し
て
あ
り
得
な
い
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
は
困
難
が
つ
き
も
の
。
し
か

し
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
を
つ
く
る
た
め
に
粘
り
強
く
闘
っ

て
い
こ
う
。

最
後
に
、
４
月
に
地
方
自
治
体
が

行
わ
れ
る
が
、
支
部
と
し
て
国
労
議

員
団
及
び
革
新
勢
力
の
拡
大
に
向
け
、

国
労
宮
城
県
協
議
会
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

出
身
は
青
森
で
、
仙
台
に
来

て
今
年
で
２
年
目
に
な
る
。
私

は
95
年
６
月
に
青
森
で
一
年
更

新
の
契
約
社
員
で
入
社
し
、
15

年
間
契
約
社
員
。
平
成
20
年
に

転
勤
の
条
件
で
社
員
に
な
り
、

平
成
21
年
３
月

１
日
付
で
仙
台

市
七
北
田
の
市

営
バ
ス
の
受
託

の
事
業
所
で
働

い
て
い
る
。

そ
こ
で
は
一

年
間
は
東
労
組

に
入
っ
て
い
た

が
、
東
労
組
で

は
、
も
の
を
言
っ
て
も
全
く
伝
わ

ら
な
い
こ
と
等
が
あ
り
、
こ
れ
で

は
だ
め
だ
と
思
い
、
先
輩
に
国
労

に
移
り
た
い
と
電
話
し
、
自
動
車

支
部
の
役
員
と
話
を
し
、
国
労
に

入
る
決
意
を
固
め
、
昨
年
の
1
月

づ
け
て
国
労
に
加
入
し
た
。

国
労
加
入
の
際
、
東
労
組
か
ら

事
情
聴
取
と
い
う
こ
と
で
、
東
労

組
の
地
本
を
は
じ
め
と
し
た
役
員

11
人
に
囲
ま
れ
、
一
人
で
事
情
聴

取
を
受
け
た
が
、
そ
れ
で
も
決
意

は
変
わ
ら
ず
辞
め
た
。

今
、
国
労
に
入
っ
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
く
。

３
月
２
日
（
水
）
に
利
府
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
支
部
春
闘
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
集
会
に
は
支
部
組
合
員
約
一
〇
〇
名
（
エ

ル
ダ
ー
組
合
員
の
大
沼
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
も
参
加
）

地
方
本
部
か
ら
橋
本
委
員
長
、
五
十
嵐
書
記
長
が
参

加
、
そ
し
て
、
昨
年
に
東
北
バ
ス
に
お
い
て
加
入
し

た
岩
崎
さ
ん
を
招
き
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
並
び
に
加

入
の
際
の
他
労
組
の
動
向
等
の
報
告
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
支
部
庄
司
委
員
長
は
「
要
求
の
実
現

は
闘
い
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
し
、
そ
れ
に
は
困

難
が
つ
き
も
の
。
し
か
し
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
を
つ
く
る
た
め
に
粘
り
強
く
闘
っ
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
本
・
五
十

嵐
書
記
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
経
過
、
「
人
事
・

賃
金
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
団
交
内
容
」
等
の
報

告
を
受
け
、
各
分
会
代
表
の
決
意
表
明
、
集
会
の
最

後
の
庄
司
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
春
闘
勝
利

に
向
け
団
結
し
て
闘
う
こ
と
の
意
思
統
一
を
行
い
ま

し
た
。
尚
、
集
会
終
了
後
に
岩
崎
さ
ん
を
囲
ん
で
懇

親
会
を
開
催
、
団
結
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。



車
体
分
会
小
松
分
会
長

今
回
の
業
務
改
善
で
は
、
車
体
一
科
に
お

い
て
は
組
の
体
制
変
更
や
室
内
解
装
の
委
託

等
が
提
案
さ
れ
た
。
分
会
と
し
て
大
き
な
変

革
に
対
し
盤
石
の
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

今
、
八
百
長
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
る

が
、
会
社
に
八
百
長
を
さ
せ
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

組
立
分
会
桜
井
分
会
長

私
た
ち
の
職
場
で
も
今
年
も
業
務
改
善
の

提
案
で
部
外
委
託
が
提
案
さ
れ
た
。
分
会
と

し
て
、
集
会
を
開
催
し
議
論
を
重
ね
要
求
を

ま
と
め
た
。
分
会
と
し
て
、
人
事
・
新
賃
金

制
度
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し
た
国
労
の
諸

要
求
と
の
要
求
と
春
闘
を
結
合
さ
せ
、
今
春

闘
皆
さ
ん
と
共
に
最
後
ま
で
闘
う
。

台
車
分
会
森
本
分
会
長

２
月
８
日
に
運
転
、
組
立
と
共
同
で
地
本

書
記
長
に
来
て
も
ら
い
、
人
事
・
新
賃
金
制

度
の
見
直
し
の
学
習
会
を
、
２
月
25
日
に
は
、

会
社
施
設
で
春
闘
学
習
会
を
開
催
し
た
。

最
後
ま
で
分
会
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
今
春

闘
を
成
功
さ
せ
て
い
く
。

運
転
分
会
横
山
副
分
会
長

少
し
で
も
私
た
ち
の
労
働
条
件
改
善
の
闘

い
が
前
進
す
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
共
に
最
後

ま
で
闘
う
。

３
月
５
日
（
金
）
に
仙
台
市
勾
当
台
公
園
に

お
い
て
、
東
北
の
各
地
か
ら
組
合
員
約
四
〇
〇

名
が
結
集
し
、
二
〇
一
一
年
春
闘
勝
利
、
諸
要

求
獲
得
に
向
け
国
労
東
北
春
闘
総
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
は
三
部
構
成
で
、
第
一
部
で
、
瀬
下
東

北
協
議
会
議
長
は
主
催
者
挨
拶
で
、
春
闘
情
勢
、

安
全
問
題
と
職
場
労
働
条
件
の
改
善
問
題
、
そ

し
て
新
し
い
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る
取
り

組
み
を
と
訴
え
ま
し
た
。
続
い
て
各
来
賓
か
ら

の
挨
拶
が
あ
り
、
第
二
部
で
は
、
国
労
東
日
本

本
部
・
高
野
委
員
長
か
ら
の
春
闘
情
勢
、
安
全

問
題
、
組
織
強
化
・
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期

解
決
等
の
報
告
を
含
め
た
主
催
者
挨
拶
、
東
北

三
地
本
代
表
か
ら
の
決
意
表
明
が
行
わ
ま
し
た
。

第
三
部
に
入
り
、
東
北
労
働
講
座
と
し
て
佐
藤

正
明
弁
護
士
か
ら
「
労
働
契
約
の
擬
装
と
労
働

者
の
権
利
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
瀬
下
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締

め
ら
れ
、
仙
台
市
内
を
三
隊
に
分
か
れ
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
終
了
後
、
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い

て
、
東
北
三
工
場
交
流
会
が
開
催
さ
れ
（
約
40

名
参
加
）
、
遠
く
離
れ
中
々
会
う
こ
と
の
で
き

な
い
仲
間
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

尚
、
こ
の
行
動
の
前
段
、
仙
台
駅
東
口
と
仙

台
支
社
前
で
早
朝
ち
ら
し
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


